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1. ま え が さ

現在盛んに使用されるようになった車両用ターボ過給

機の排気タービンでは,エンジンからの脈動排気でター

ビンが駆動されるため,タービン性能は定常流特性とは

異なる.タービンの非定常特性を明らかにするためには,

非定常翼列についての研究が必要となる.この場合の翼

列に流入する流れは入射角の変動と流速の変動の両方が

考えられる.一定流速中で迎え角の変動する研究は,従

来から行われているが,1)一定迎え角で流速が変動する

場合の研究は少ない.2)ここでは,翼列での実験の前段階

として,流速が正弦的に一様に変動する場に置かれた単

独翼の翼面圧力分布を,翼面から流れがはく離しない状

態に限定して,巽中に埋め込んだ拡散形半導体小形圧力

変換器により測定した結果について報告する.

2.実験装置と実験方法

実験装置の概要を図1に示す.実験に用いた吹き出し

風胴の測定部は1mxO.3m,最大断面は2.5mX2.5

m,最大流速は約30m/S,乱れ度は0.3%以下,非一様

性は,壁付近を除いて約0.1%以下である.風胴入口に

設けられた非定常流発生装置 (6枚のバタフライ弁)に
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より周期的変動流を発生させる.変動流の場合にも流速

は空間的に一様とみなせる.図2は測定部,図3は測定

翠(NACA65AOIO)を示す.測定部の点Aには熱線流

速計,点Bには標準ピトー管,点Cには拡散形半導体小

形圧力変換器を取り付ける.測定翼は,吹き出し口中心

に取り付けてあり,1/4弦点まわりに設定角 (迎え角 α)

を変えられる.翼の両面に5点づつ圧力測定孔を設け,

図3に示すように拡散形半導体小形圧力変換器を翼内側

に貼付した.翼弦長 Cは150mm,翼幅は297mmで黄鋼

製の翼である.実験は定常流の場合,フアン回転数を一

定に保ち,バタフライ弁を開放の状態で固定して行い,

周期変動流の場合は,ファン回転数を一定として6枚の

バタフライ弁を同位相に回転させて行った.迎え角α

は,翼の回転軸に取り付けた電気抵抗により設定し,各

回転数ごとの迎え角αを00,50,70とした.流速はピトー

管で較正した熱線流速計で測定した.圧力,流速の測定

データは全てカセットレコーダに記録し,AD変換した

後計算機処理を行った.

3.実験結果 と考察

(1) 整理方法と実験条件

測定データは,圧力,流速ともに高周波の乱れを含ん
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図1 実験装置概要
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